
交
流
人
口
の
拡
大
へ

体
験
施
設
と
農
家
民
宿
が
人
気

専門紙・誌の視点（各社の取材から）

景
観
に
マ
ッ
チ
し
た
古
民
家
再
生
を

新
規
就
農
へ
府
と
連
携
し
支
援
事
業

移
住
者
の
受
け
皿
に
空
き
家
を
活
用

塗
料
報
知

農
村
ニ
ュ
ー
ス

ハ
ウ
ジ
ン
グ
・
ト
リ
ビ
ュ
ー
ン

観
光
経
済
新
聞

地
域
か
ら
元
気
を
地
方
創
生
が
生
み
出
す
未
来


年
間
の
実
績
は

世
帯
、目
標
の
人
口
４
万
人
へ

全
国
に
先
駆
け
て
定
住
促
進
を
積
極
推
進

第
１
回綾

部
市
（
京
都
府
）

（３） 第３１１０号第３種郵便物認可２０２２年（令和４年）１月５日（水曜日）

い
く
つ
か
あ
る
定
住
に
お
け

る
課
題
の
一
つ
が
仕
事
の
確

保
。
地
方
に
お
い
て
は
農
業
も

重
要
な
選
択
肢
だ
。
定
住
・
移

住
を
積
極
的
に
進
め
る
綾
部
市

に
お
い
て
、
新
規
就
農
に
向
け

て
ど
の
よ
う
な
取
り
組
み
が
行

わ
れ
て
い
る
の
か
。
綾
部
市
農

政
課
の
大
槻
氏
に
話
を
聞
い

た
。綾

部
市
に
お
け
る
新
規
就
農

者
の
現
状
は
年
間
１
人
程
度
と

厳
し
い
状
況
。
そ
う
し
た
中
で

も
で
き
る
限
り
多
く
の
人
に
就

農
し
て
も
ら
う
た
め
、
綾
部
市

で
は
京
都
府
と
連
携
し
、
最
長

２
年
間
就
農
予
定
地
で
指
導
者

の
も
と
で
農
業
を
学
べ
る
、
府

の
「
農
業
経
営
チ
ャ
レ
ン
ジ
支

援
事
業
」
な
ど
で
支
援
し
て
い

る
。一

方
、
就
農
後
の
課
題
と
し

て
は
、
い
か
に
経
営
を
成
り
立

た
せ
て
い
く
か
だ
と
指
摘
。

「
重
要
な
の
は
い
か
に
売
る

か
。
Ｊ
Ａ
だ
け
で
な
く
独
自
の

販
路
を
拡
大
し
、
『
自
ら
も
う

け
る
力
』
を
つ
け
る
こ
と
が
大

切
」
。
こ
の
た
め
市
で
は
、
新

規
就
農
に
当
た
っ
て
、
京
野
菜

と
し
て
差
別
化
し
や
す
い
「
万

願
寺
と
う
が
ら
し
」
の
栽
培
を

薦
め
て
い
る
。

こ
う
し
た
取
り
組
み
の
結

果
、
綾
部
市
で
は
、
万
願
寺
と

う
が
ら
し
栽
培
に
お
い
て
就
農

５
年
で
法
人
化
に
ま
で
つ
な
が

っ
た
例
や
圃
場

ほ
じ
ょ
う

内
に
直
売
所
を

作
り
、
地
域
の
農
業
者
と
も
連

携
し
な
が
ら
地
域
住
民
に
農
産

物
を
販
売
す
る
と
い
っ
た
取
り

組
み
も
生
ま
れ
て
き
て
い
る
。

綾
部
市
が
３
年
に
１
回
行
っ

て
い
る
「
空
き
家
実
態
調
査
」

に
よ
る
と
市
内
全
域
の
空
き
家

総
数
は
１
０
１
５
戸
で
、
そ
の

う
ち
８
３
５
戸
が
使
用
可
能
な

住
宅
だ
。
移
住
・
定
住
者
の
住

ま
い
と
し
て
、
こ
れ
ら
の
空
き

家
活
用
に
力
を
入
れ
て
い
る
。

空
き
家
バ
ン
ク
へ
の
登
録
は

現
在

件
で
、
多
い
時
で
も


件
程
度
。
空
き
家
の
数
に
対
し

て
登
録
数
が
少
な
い
理
由
に
つ

い
て
は
、
さ
ま
ざ
ま
な
理
由
か

ら
空
き
家
を
放
置
し
て
い
る
人

の
ほ
か
、
今
は
空
き
家
で
も
将

来
は
子
供
や
孫
に
相
続
し
た

い
、
ご
く
た
ま
に
帰
省
す
る
な

ど
、
さ
ま
ざ
ま
な
理
由
か
ら
放

置
さ
れ
て
い
る
ケ
ー
ス
が
多
い

た
め
だ
。

「
市
内
に
は
ま
だ
ま
だ
多
く

の
空
き
家
が
あ
り
、
バ
ン
ク
へ

の
登
録
を
促
進
す
る
こ
と
で
、

さ
ら
に
移
住
促
進
に
つ
な
げ
る

こ
と
が
で
き
る
」
（
塩
見
課
長

補
佐
）
と
、
定
住
希
望
登
録
者

１
４
０
０
世
帯
の
受
け
皿
を
用

意
す
る
こ
と
で
定
住
促
進
に
さ

ら
に
加
速
を
つ
け
た
い
考
え

だ
。空

き
家
の
流
動
化
、
つ
ま
り

空
き
家
所
有
者
に
、
そ
の
提
供

を
促
す
仕
組
み
と
し
て
は
「
空

き
家
流
動
化
報
奨
金
」を
用
意
。

こ
れ
は
空
き
家
を
空
き
家
バ
ン

ク
に
登
録
し
、
移
住
者
と
の
契

約
が
成
立
し
た
時
に

万
円

（
う
ち
５
万
円
は
京
都
府
の
補

助
）
の
謝
礼
を
支
払
う
制
度
。

ま
た
納
税
通
知
書
に
空
き
家

バ
ン
ク
の
チ
ラ
シ
を
入
れ
る
な

ど
、
細
か
な
対
策
を
取
る
。

里
山
ね
っ
と
・
あ
や
べ
（
綾

部
市
里
山
交
流
研
修
セ
ン
タ

ー
）
は
、
全
国
に
先
駆
け
て
農

村
と
都
市
の
交
流
を
目
指
し
た

拠
点
施
設
と
し
て
２
０
０
０
年

に
開
業
。
閉
校
と
な
っ
た
小
学

校
施
設
を
活
用
し
た
里
山
交
流

館
な
ど
、
複
数
の
多
様
な
施
設

が
整
備
さ
れ
、
綾
部
市
の
文
化

発
信
な
ど
に
貢
献
し
て
い
る
。

し
か
し
、
施
設
の
老
朽
化
、

耐
震
化
の
必
要
な
ど
か
ら
施
設

の
在
り
方
の
見
直
し
が
行
わ
れ

て
い
る
。

施
設
整
備
の
基
本
方
針
と
し

て
、
安
全
・
安
心
の
確
保
や
、

里
山
に
ふ
さ
わ
し
い
景
観
を
掲

げ
る
。

抗
ウ
イ
ル
ス
性
や
高
耐
候
性

と
い
っ
た
機
能
に
加
え
、
景
観

色
彩
の
提
案
で
き
る
仕
上
げ
材

が
活
用
さ
れ
る
チ
ャ
ン
ス
を
見

い
だ
せ
る
。

民
間
レ
ベ
ル
で
注
目
で
き
る

の
は
〝
田
舎
暮
ら
し
〟
を
身
近

に
感
じ
て
も
ら
う
た
め
の
体
験

施
設
や
イ
ベ
ン
ト
を
企
画
し
て

い
る
田
舎
生
活
研
究
所
で
、
綾

部
市
の
活
性
化
に
努
め
る
。

同
研
究
所
で
は
、
綾
部
市
に

多
く
残
る
古
民
家
の
再
生
を
地

域
社
会
へ
の
貢
献
と
し
て
、
重

要
な
こ
と
の
一
つ
に
位
置
付
け

て
い
る
。

た
だ
単
に
ぜ
い
た
く
な
リ
フ

ォ
ー
ム
を
施
す
の
で
は
な
く
、

〝
綾
部
の
景
観
〟
に
マ
ッ
チ
し

た
再
生
で
里
山
の
自
然
・
綾
部

の
魅
力
を
発
信
す
る
。

実
際
に
移
住
し
、
再
生
さ
れ

た
古
民
家
で
飲
食
店
等
を
営
む

人
が
増
え
て
い
る
。

綾
部
市
定
住
交
流
部
観
光
交

流
課
に
よ
る
と
、
同
市
の
年
間

観
光
入
込
客
数
（
暦
年
）
は
、

２
０
２
０
年
が

万
１
５
５
９

人
。
前
年
（

年
、

万
９
０

４
３
人
）
か
ら

・
０
％
減
と

お
よ
そ
半
減
し
た
。
新
型
コ
ロ

ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
の
影
響
を

同
市
も
大
き
く
受
け
た
。

た
だ
、
近
年
は
右
肩
上
が
り

の
傾
向
で
、

年
は

万
２
８

１
７
人
と
、過
去
最
高
の
模
様
。

以
降
も

万
人
前
後
で
推
移
し

て
い
る
。


年
（

万
７
６
０
人
）
か

ら

年
間
で
お
よ
そ
倍
増
し
て

い
る
。
「
あ
や
べ
グ
ン
ゼ
ス
ク

エ
ア
」
の
開
業
（

年
）
や
、

京
都
縦
貫
自
動
車
道
の
全
線
開

通
（

年
）
が
影
響
し
て
い
る

よ
う
だ
が
、
農
村
と
都
市
と
の

交
流
に
よ
る
関
係
人
口
の
拡
大

を
目
指
す
同
市
の
官
民
挙
げ
て

の
取
り
組
み
も
大
き
い
。

核
と
な
っ
て
い
る
施
設
の
一

つ
が
「
里
山
交
流
研
修
セ
ン
タ

ー
」
だ
。
廃
校
し
た
小
学
校
の

施
設
を
活
用
し
た
交
流
体
験
施

設
で
、
「
廃
校
前
の
に
ぎ
わ
い

を
な
く
さ
な
い
よ
う
、
地
域
の

交
流
拠
点
と
し
て
活
用
し
て
ほ

し
い
」
と
い
う
地
元
の
要
望
を

受
け
て

年
、市
が
設
置
し
た
。

施
設
の
運
営
は
開
業
時
か
ら

「
特
定
非
営
利
活
動
法
人
里
山

ね
っ
と
・
あ
や
べ
」
が
行
い
、

石
窯
で
の
パ
ン
と
ピ
ザ
焼
き
、

流
し
そ
う
め
ん
、
そ
ば
打
ち
、

炭
焼
き
、
田
植
え
と
、
訪
れ
た

人
に
「
田
舎
な
ら
で
は
」
の
体

験
を
地
元
の
イ
ン
ス
ト
ラ
ク
タ

ー
ら
の
指
導
で
楽
し
ん
で
も
ら

っ
て
い
る
（
現
在
は
コ
ロ
ナ
禍

で
休
止
中
が
多
い
）
。

利
用
者
は
大
阪
な
ど
都
会
か

ら
来
た
人
が
多
い
が
、
家
族
で

の
旅
行
や
幼
稚
園
の
遠
足
、
学

生
の
合
宿
な
ど
、
形
態
は
さ
ま

ざ
ま
。
施
設
に
は
教
室
を
改
装

し
た
宿
泊
室
も
あ
り
、
「
『
都

会
で
は
で
き
な
い
体
験
が
で
き

る
』
『
学
校
に
泊
ま
る
こ
と
自

体
が
貴
重
な
体
験
』
と
お
客
さ

ま
か
ら
好
評
で
す
」
と
同
法
人

の
森
慎
一
事
務
局
長
は
話
す
。

利
用
者
数
は
コ
ロ
ナ
禍
前
が
年

間
お
よ
そ
１
万
人
。
う
ち
宿
泊

は
千
人
ほ
ど
。
廃
校
利
用
の
先

駆
的
な
成
功
事
例
と
全
国
か
ら

の
視
察
も
多
い
。

ウ
ィ
ズ
コ
ロ
ナ
を
に
ら
み
、

体
験
プ
ロ
グ
ラ
ム
は
昨
今
の
団

体
か
ら
個
人
へ
の
旅
行
形
態
の

変
化
に
も
合
わ
せ
て
さ
ら
に
バ

ラ
エ
テ
ィ
に
富
ん
だ
内
容
に
拡

充
す
る
予
定
だ
。

ま
た
綾
部
市
に
は
田
舎
暮
ら

し
を
疑
似
体
験
で
き
る
農
家
民

宿
が
約

軒
そ
ろ
う
。
そ
の
う

ち
の
一
つ
、
「
里
山
ゲ
ス
ト
ハ

ウ
ス

ク
チ
ュ
ー
ル
」
は
、
大

阪
市
出
身
の
工
忠（
く
ち
ゅ
う
）

照
幸
氏
が
同
市
に
移
住
、
古
民

家
を
リ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
し
て


年
に
オ
ー
プ
ン
し
た
。

市
の
東
部
、
上
林
地
区
の

「
宿
か
ら
最
初
の
信
号
ま
で
車

で

分
」
と
い
う
の
ど
か
な
田

園
地
帯
に
位
置
す
る
。
海
外
の

Ｏ
Ｔ
Ａ
（
オ
ン
ラ
イ
ン
・
ト
ラ

ベ
ル
・
エ
ー
ジ
ェ
ン
ト
）
と
契

約
し
、
コ
ロ
ナ
禍
前
の

年
は

年
間
宿
泊
者
数
延
べ
５
８
０
人

の
う
ち
、
約
半
分
の
３
０
０
人

弱
が
外
国
人
。
同
市
の
年
間
外

国
人
宿
泊
者
数
が
約
千
人
だ
か

ら
、
３
分
の
１
ほ
ど
が
同
館
に

宿
泊
し
て
い
た
格
好
だ
。
都
会

か
ら
少
し
離
れ
た
里
山
の
自
然

の
中
で
、
子
ど
も
を
思
い
切
り

遊
ば
せ
た
い
と
い
う
フ
ァ
ミ
リ

ー
の
ニ
ー
ズ
に
応
え
て
い
る
と

い
う
。
コ
ロ
ナ
禍
の
現
在
は
日

本
人
客
が
９
割
以
上
だ
が
、
工

忠
氏
の
よ
う
に
都
会
か
ら
同
市

へ
の
移
住
を
希
望
し
た
り
、
同

市
で
農
家
民
宿
を
営
ん
で
み
た

い
と
い
う
人
た
ち
が
視
察
を
兼

ね
て
訪
れ
る
こ
と
が
多
い
と
い

う
。総

合
旅
行
業
務
取
扱
管
理
者

の
資
格
を
持
つ
工
忠
氏
は
旅
行

会
社
「
Ｍ
Ａ
Ｔ
Ａ
Ｔ
Ａ
Ｂ
Ｉ
」

も
設
立
。
農
業
体
験
や
合
気
道

体
験
と
い
っ
た
、
同
市
の
さ
ま

ざ
ま
な
資
源
を
生
か
し
た
地
域

発
の
着
地
型
ツ
ア
ー
を
催
行
し

て
い
る
。
移
住
を
希
望
す
る
人

に
向
け
て
、
既
に
同
市
で
生
活

を
す
る
人
々
の
体
験
談
を
聞
く

ツ
ア
ー
も
リ
ア
ル
と
オ
ン
ラ
イ

ン
で
催
行
し
て
い
る
。

観
光
経
済
新
聞
、塗
料
報
知
、

農
村
ニ
ュ
ー
ス
、
ハ
ウ
ジ
ン
グ

・
ト
リ
ビ
ュ
ー
ン
の
専
門
４
紙

誌
は
メ
デ
ィ
ア
パ
ー
ト
ナ
ー
シ

ッ
プ
を
締
結
し
ま
し
た
。今
後
、

専
門
ジ
ャ
ー
ナ
リ
ズ
ム
で
あ
る

各
媒
体
の
強
み
を
生
か
し
て
情

報
発
信
力
を
高
め
て
い
く
と
と

も
に
、
さ
ら
な
る
紙
誌
面
の
充

実
を
図
る
考
え
で
す
。

活
動
の
第
１
弾
と
し
て
共
同

キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
「
地
域
か
ら
元

気
を

地
方
創
生
が
生
み
出
す

未
来
」
を
展
開
し
ま
す
。
２
０

２
２
年
の
１
年
間
を
か
け
、今
、

各
地
で
芽
吹
い
て
い
る
地
域
活

性
化
の
動
き
を
、観
光
、農
業
、

住
宅
・
建
設
業
な
ど
の
視
点
か

ら
レ
ポ
ー
ト
し
ま
す
。

空き家見学ツアー（写真提供：綾部市）

原田商店による古民家再生宿泊施設

（
右
）
定
住
・
地
域
政
策
課
・

塩
見
課
長
補
佐
、
（
左
）
観
光

交
流
課
・
森
本
課
長
補
佐

「
移
住
立
国
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
」

に
よ
り
住
民
、
企
業
、
団
体
、

行
政
が
一
丸
と
な
り
定
住
者
を

積
極
的
に
呼
び
込
む
。
目
標
の

「
移
住
３
６
０
世
帯
」
は
ク
リ

ア
す
る
見
込
み
で
、
さ
ら
に
取

り
組
み
の
幅
を
広
げ
、
最
大
の

目
標
で
あ
る
「
人
口
４
万
人
」

に
挑
戦
す
る
。

■

■

綾
部
市
は
京
都
府
の
北
部
に

位
置
し
、舞
鶴
市
や
福
知
山
市
、

福
井
県
の
高
浜
町
な
ど
と
隣
接

す
る
絹
織
物
が
有
名
な
町
で
あ

る
。
そ
の
人
口
は
、
市
制
が
施

行
さ
れ
た
昭
和

年
の
５
万
４

０
５
５
人
を
ピ
ー
ク
に
減
少
が

続
き
、
令
和
３
年
３
月
末
で
３

万
５
７
９
人
と
な
っ
て
い
る
。

全
国
で
も
早
く
か
ら
移
住
・

定
住
支
援
に
取
り
組
み
、
平
成


年
に
は
「
綾
部
市
水
源
の
里

条
例
」
を
制
定
、
限
界
集
落
を

「
水
源
の
里
」
と
命
名
し
、
交

流
か
ら
定
住
に
つ
な
げ
る
地
域

振
興
の
取
り
組
み
を
開
始
。
平

成

年
に
は
、
全
国
に
先
駆
け

て
定
住
の
専
門
窓
口
「
定
住
サ

ポ
ー
ト
総
合
窓
口
」
を
設
置
、

平
成

年
に
策
定
し
た
「
第
５

次
綾
部
市
総
合
計
画
」
で
定
住

促
進
策
を
最
重
要
施
策
の
一
つ

に
位
置
付
け
、
「
交
流
か
ら
定

住
へ
。定
住
か
ら
地
域
振
興
へ
」

を
目
的
に
、
定
住
促
進
課
、
観

光
交
流
課
、
水
源
の
里
・
地
域

振
興
課
を
配
し
た
定
住
交
流
部

を
新
設
し
た
。
平
成

年
に
は

理
念
条
例
「
綾
部
市
住
み
た
く

な
る
ま
ち
定
住
促
進
条
例
」
を

制
定
し
、
市
民
、
事
業
者
、
行

政
の
全
市
一
丸
と
な
っ
て
定
住

者
を
呼
び
込
む
機
運
の
醸
成
に

取
り
組
ん
で
い
る
。
令
和
３
年

に
策
定
し
た
「
第
６
次
綾
部
市

の
総
合
計
画
」（
２
０
２
１
～
２

０
３
０
年
）
で
は
、
「
移
住
立

国
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
の
推
進
」「
空

き
家
流
動
化
の
促
進
に
よ
る
定

住
者
の
確
保
」
の
取
り
組
み
を

掲
げ
、
定
住
促
進
を
さ
ら
に
加

速
さ
せ
よ
う
と
し
て
い
る
。

「
あ
ら
ゆ
る
取
り
組
み
を
進

め
る
」
（
定
住
交
流
部
定
住
・

地
域
政
策
課
・
塩
見
浩
一
課
長

補
佐
）
中
、
「
定
住
サ
ポ
ー
ト

総
合
窓
口
」
を
設
置
し
て
以
降

の
移
住
者
は
２
７
３
世
帯
・
６

５
６
人
（
平
成

～
令
和
２
年

度
）
に
達
し
て
い
る
。
３
年
度

も

～

世
帯
の
移
住
が
見
込

ま
れ
て
お
り
、
「
７
年
度
ま
で

に
３
６
０
世
帯
」
と
い
う
目
標

は
ク
リ
ア
し
そ
う
。特
に
、２
、

３
年
度
と
２
年
連
続
で

世
帯

超
え
と
、
移
住
拡
大
に
勢
い
が

つ
き
始
め
て
い
る
。

■

■

綾
部
市
へ
の
移
住
・
定
住
を

促
す
情
報
発
信
は
、
ホ
ー
ム
ペ

ー
ジ
や
メ
ル
マ
ガ
で
市
内
の
イ

ベ
ン
ト
や
空
き
家
の
情
報
発
信

を
行
っ
て
き
た
が
、
令
和
２
年

に
は
新
た
に
「
あ
や
べ
定
住
サ

ポ
ー
ト
京
都
サ
テ
ラ
イ
ト
店
」

（
京
都
市
中
京
区
）
を
設
置
し

た
。
都
市
部
に
情
報
発
信
拠
点

を
設
け
、
相
談
を
受
け
る
だ
け

で
な
く
、
綾
部
市
に
移
住
し
た

人
を
講
師
と
し
た
セ
ミ
ナ
ー
を

年
４
回
開
催
、
地
域
の
魅
力
を

発
信
す
る
目
的
で
綾
部
市
の
特

産
品
や
工
芸
品
を
展
示
・
販
売

す
る
「
あ
や
べ
市
」
を
開
催
し

て
い
る
。

こ
う
し
た
Ｐ
Ｒ
を
通
じ
て
定

住
希
望
登
録
者
は
１
３
９
３
世

帯
に
達
す
る
。
こ
の
世
帯
に
実

際
に
移
住
し
て
も
ら
う
た
め
、

市
で
は
さ
ま
ざ
ま
な
支
援
策
を

用
意
し
、
移
住
・
定
住
促
進
に

力
を
入
れ
て
い
る
。

移
住
・
定
住
支
援
の
核
と
な

る
の
が
相
談
を
ワ
ン
ス
ト
ッ
プ

で
受
け
る
「
定
住
サ
ポ
ー
ト
総

合
窓
口
」
だ
。
移
住
・
定
住
を

検
討
す
る
人
は
、
住
ま
い
や
仕

事
だ
け
で
な
く
暮
ら
し
全
般
に

つ
い
て
知
り
た
い
と
考
え
る
。

こ
れ
ら
に
ワ
ン
ス
ト
ッ
プ
で
答

え
る
窓
口
で
あ
り
、
必
要
で
あ

れ
ば
専
門
部
署
に
引
き
継
ぎ
、

事
業
者
を
紹
介
す
る
。
き
め
細

か
な
対
応
が
特
徴
で
、
単
に
相

談
を
受
け
る
だ
け
で
な
く
、
移

住
前
に
住
民
と
の
顔
合
わ
せ
や

近
隣
へ
の
あ
い
さ
つ
に
同
行
す

る
と
い
っ
た
サ
ポ
ー
ト
も
行

う
。
移
住
後
に
ス
ム
ー
ズ
に
地

域
に
溶
け
込
ん
で
も
ら
う
こ
と

が
目
的
だ
。

移
住
・
定
住
者
の
住
ま
い
の

確
保
の
面
で
は
、
市
内
に
多
く

存
在
す
る
空
き
家
の
活
用
に
力

を
入
れ
る
。
空
き
家
所
有
者
に

対
し
て
報
奨
金
制
度
な
ど
で
活

用
を
促
す
ほ
か
、
「
空
き
家
見

学
ツ
ア
ー
」
を
全
国
に
先
駆
け

て
平
成

年
に
ス
タ
ー
ト
。
空

き
家
を
購
入
・
賃
貸
し
た
場
合

の
改
修
費
に
つ
い
て
の
補
助
制

度
も
用
意
し
て
い
る
。

■

■

さ
ら
に
行
政
支
援
だ
け
で
な

く
、
地
域
の
事
業
者
・
住
民
の

取
り
組
み
も
特
筆
さ
れ
る
。

綾
部
市
は
、
近
隣
に
比
べ
農

家
民
宿
が
多
く
、
現
在
、

件

が
営
業
し
て
い
る
。
京
都
市
内

か
ら
１
時
間
、
大
阪
市
内
か
ら

２
時
間
と
い
う
ア
ク
セ
ス
の
良

さ
、
ま
た
、
養
蚕
や
絹
織
物
で

栄
え
た
歴
史
と
文
化
の
ま
ち
な

か
エ
リ
ア
と
、
伝
統
的
な
暮
ら

し
ぶ
り
が
色
濃
く
残
る
里
山
エ

リ
ア
が
大
き
な
魅
力
と
な
っ
て

い
る
。
〝
半
農
半
Ｘ
〟
に
興
味

を
持
ち
、
農
業
を
し
な
が
ら
民

宿
を
営
む
人
、
ま
た
、
移
住
し

て
き
て
農
家
民
宿
を
営
む
人
が

多
く
、
自
ら
宿
泊
者
に
対
し
て

田
舎
暮
ら
し
や
綾
部
市
の
魅
力

を
発
信
し
て
い
る
。
ま
た
、
志

賀
郷
は
以
前
か
ら
、
地
域
住
民

が
自
ら
地
域
の
空
き
家
を
活
用

し
、
子
育
て
世
代
を
入
居
さ
せ

る
な
ど
人
口
増
加
の
取
り
組
み

を
進
め
て
き
て
い
る
。
「
こ
う

し
た
住
民
の
取
り
組
み
自
体
が

綾
部
の
魅
力
そ
の
も
の
で
あ

り
、
定
住
人
口
増
加
に
結
び
付

い
て
い
る
の
で
は
」
（
定
住
交

流
部
観
光
交
流
課
・
森
本
直
樹

課
長
補
佐
）
と
み
ら
れ
る
。

ま
た
、
古
民
家
や
空
き
家
の

再
生
に
力
を
入
れ
る
事
業
者
の

存
在
も
大
き
い
。
例
え
ば
、
原

田
商
店
は
空
き
家
・
空
き
店
舗

を
利
用
し
た
交
流
ス
ペ
ー
ス
や

コ
ワ
ー
キ
ン
グ
ス
ペ
ー
ス
、
ま

た
、
宿
泊
施
設
な
ど
を
手
掛
け

る
。
空
き
家
バ
ン
ク
と
は
異
な

る
物
件
を
扱
う
こ
と
か
ら
、

「
定
住
希
望
者
が
ニ
ー
ズ
に
合

わ
せ
て
選
び
や
す
い
役
割
分
担

が
で
き
て
い
る
」
（
塩
見
課
長

補
佐
）
と
、
官
民
で
連
携
を
取

り
な
が
ら
空
き
家
活
用
な
ど
に

取
り
組
ん
で
い
る
。

綾
部
市
で
は
、
今
、
「
移
住

立
国
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
」
を
立
ち

上
げ
、
市
民
・
団
体
・
企
業
・

行
政
が
一
体
と
な
り
、
オ
ー
ル

あ
や
べ
で
定
住
促
進
に
向
け
た

さ
ま
ざ
ま
な
取
り
組
み
を
実
践

し
て
い
る
。
掲
げ
る
目
標
は

「

年
後
に
人
口
４
万
人
」だ
。

市
で
も
、
京
都
ワ
ー
ケ
ー
シ

ョ
ン
協
議
会
に
参
加
し
て
ワ
ー

ケ
ー
シ
ョ
ン
へ
の
取
り
組
み
を

開
始
、
２
地
域
居
住
へ
の
取
り

組
み
を
今
後
の
課
題
と
し
、
Ｉ

タ
ー
ン
を
中
心
と
し
た
こ
れ
ま

で
の
施
策
に
加
え
、
新
た
な
Ｕ

タ
ー
ン
施
策
も
検
討
す
る
な

ど
、
新
た
な
動
き
を
加
速
さ
せ

る
。
ま
た
、
近
隣
の
５
市
２
町

と
連
携
し
、
府
北
部
を
一
つ
の

定
住
圏
と
し
て
全
国
に
Ｐ
Ｒ
す

る
取
り
組
み
を
進
め
る
が
、
こ

の
中
で
高
校
生
に
よ
る
「
未
来

会
議
」
を
設
置
、
若
年
層
が
参

加
す
る
魅
力
的
な
ま
ち
づ
く
り

の
検
討
も
始
め
る
。

「
人
口
４
万
人
の
目
標
に
向

け
、
あ
ら
ゆ
る
取
り
組
み
を
進

め
て
い
く
」（
塩
見
課
長
補
佐
）

考
え
だ
。




